
１２班



かつて「蚕都」と呼ばれ、蚕糸業で栄え
た上田の蚕都エリアを散策。
その中で、
上田蚕種株式会社
上田蚕糸専門学校
を探索した。



上田が「蚕都」と呼ばれるよ
うになった理由を探る。

未踏の地に歩み入り、まだ知
らない上田を探索する。



写真の
タイト
ル

上田蚕種株式会社

説明文
上田・丸子の製糸業者と蚕種業者によって大正６年（1917）
に設立された、蚕都を象徴する蚕種会社



写真のタイ
トル

上田蚕種株式会社２

説明文

文化庁が定めた登録有
形文化財、経済産業省
が定めた近代化産業遺
産になっている。



写真の
タイト
ル

上田蚕種株式会社３

説明文
蚕が蛾になった装飾品と繭がアーチ状になって入り口に装飾
されている。



写真の
タイト
ル

旧上田蚕糸専門学校講
堂

説明文

信州大学繊維学部の校
内にあり、現在講堂と
されている。こちらも
近代化産業遺産ととも
に有形文化財に認定さ
れている。



写真の
タイトル

旧上田蚕糸専門学校講堂

説明文

信州大学繊維学部の校内に
あり、現在は行動とされて
いる。こちらも近代化産業
遺産とともに有形文化財に
認定されている。



写真の
タイトル

旧上田蚕糸専門学校講堂２

説明文
蚕都上田を象徴する貴重な建物。昭和4年に文部省の柴垣鼎太郎

の設計により完成した。建物全体がピンクがかっていて、ひとき
わ目立つ建物だった。



今まで踏み込んだことのない場所に行っ
て、蚕都である上田の理由がわかり、今
もそれを大切にしているところが素敵だ
と思った。これからも守っていきたいと
思った。
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